
 
― ４月号  ― 

教えていて楽しかった今年の中学三年生。偏差値の高い生徒もいれば、当然低い生徒もいる。私の話に、素

直に耳を傾ける生徒もいれば私をおちょくってくる生徒もいる。何度説明しても理解してくれないとさすがに語気が

荒くなってきて、「怒ってないからね」と言うと、生徒からは楽しげに「怒っとるし、絶対怒っとるし」と返ってくる。すかさ

ず私は、「少し興奮しとるけど、怒ってへん！」と返します。また、授業中ため息をつく生徒や、自分の答えが絶対正

しいと言い切る生徒、色々な生徒がいるからこそ、楽しいのです。授業というのは先生と生徒の間で言葉のキャッチ

ボールをすることだと思います。先生から生徒へ一方通行でボールを投げ続けるだけでは、良い授業とは言えません。

楽しくキャッチボールをするためには、先生と生徒の間に信頼関係も必要でしょう。 

その私を楽しませてくれた中学三年生、そして多くが中学から明正で頑張ってくれていた高校三年生とも、別れ

の季節となりました。皆さん、新たな場所でも、自分を信じて、元気に輝いてください。おめでとう。 
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４月３０日、５月３、４、５日は全クラス休塾です。 
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